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特
集
1　
「
国
家
」と「
領
土
」

「
尖
閣
問
題
」
と
「
離
島
奪
還
訓
練
」
の

背
後
に
あ
る
も
の

前
田
哲
男

危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
現
地
と
の
落
差

ず
い
ぶ
ん
む
か
し
、
長
崎
県
で
記
者
を
し
て
い
た

こ
ろ
、
対
馬
沖
に
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
と
い
う
韓
国

の
海
上
主
権
線
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
日
本
か
ら
出

漁
す
る
底
引
き
網
漁
船
の
漁
場
だ
っ
た
の
で
、
韓
国

警
備
艇
に
よ
る
拿
捕
、
銃
撃
事
件
が
絶
え
な
か
っ

た
（『
海
上
保
安
庁
三
〇
年
史
』
に
は
、
拿
捕
さ
れ
た
漁
船

２
３
２
隻
、
銃
撃
事
件
18
件
と
あ
る
）。
佐
世
保
海
上
保

安
部
の
巡
視
船「
ひ
ら
ど
」が「
李
ラ
イ
ン
特
別
哨
戒
」

に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
私
た
ち
は
「
ひ
ら
ど
」
帰

港
の
た
び
に
岸
壁
取
材
す
る
の
が
つ
ね
だ
っ
た
（
当

時
「
ひ
ら
ど
」
の
航
海
長
は
田
尻
宗
昭
と
い
う
人
で
、
の
ち

に
四
日
市
で
石
原
産
業
の
「
死
の
海
」
公
害
を
摘
発
し
東
京

都
公
害
局
長
に
迎
え
ら
れ
た
）。

そ
の
こ
ろ
東
京
か
ら
は
、
日
本
領
海
ま
ぢ
か
で
繰

り
返
さ
れ
る
〝
横
暴
な
韓
国
の
行
為
〟
に
〝
対
馬
危

し
〟
や
〝
自
衛
隊
出
動
を
〟
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て

き
た
が
、
じ
っ
さ
い
に
対
馬
に
行
っ
て
聞
く
と
、
土

地
の
一
本
釣
り
漁
民
は
、「
本
当
に
怖
い
の
は
根
こ

そ
ぎ
魚
を
取
っ
て
い
く
大
洋
漁
業
や
日
本
水
産
の
ト

ロ
ー
ル
船
で
、
釜
山
か
ら
く
る
漁
師
と
は
顔
見
知
り

だ
し
、餌
を
分
け
合
う
仲
だ
」
と
い
わ
れ
〝
東
京
発
〟

危
機
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
現
地
と
の
落
差
に
考
え
込
ん

だ
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
。
い
ま
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ

り
交
わ
さ
れ
る
「
離
島
防
衛
」、「
自
衛
隊
派
遣
」
の

合
唱
に
し
て
も
、
い
ち
ば
ん
困
惑
し
て
い
る
の
は
沖

縄
の
漁
民
で
は
な
か
ろ
う
か
。

全
面
対
決
の
リ
ス
ク
―
第
３
段
階
へ

「
尖
閣
問
題
」
の
発
端
と
な
っ
た
「
魚
釣
島
買
い

取
り
」
石
原
発
言
を
聞
い
た
の
は
中
国
四
川
省
へ
の

旅
行
中
だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
テ
レ
ビ
は
ど
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
都
知
事
の
映
像
と
字
幕
を
流
し
、
解
説
、
座

談
会
、
市
民
の
反
応
が
切
れ
目
な
く
映
し
だ
さ
れ
る
。

「
愛
国
無
罪
」
の
街
頭
行
動
ま
で
は
起
こ
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
後
の
事
態
を
予
測
さ
せ
る

土
壌
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

石
原
発
言
を
契
機
と
す
る
「
尖
閣
問
題
」
は
、
第

１
段
階
の
「
民
対
官
」（
中
国
漁
船
と
日
本
巡
視
船
）
か

ら
「
官
対
官
」（
両
国
の
政
府
公
船
同
士
）
の
対
峙
と

い
う
第
２
段
階
へ
移
行
し
、
さ
ら
に
（
自
衛
隊
・
米

軍
に
よ
る
）「
軍
事
的
示
威
」
の
段
階
に
進
み
つ
つ
あ

る
。
第
１
と
第
２
段
階
は
「
海
上
警
察
活
動
」
の
次

元
で
把
握
で
き
る
。
摩
擦
と
対
立
の
外
面
化
で
あ
っ

て
も
、
ま
だ
「
国
家
理
性
」
の
枠
内
に
あ
る
。
状
況

は
「
警
察
比
例
の
原
則
」（
＊
）
の
も
と
で
管
理
さ

れ
て
お
り
、「
暴
力
の
無
限
界
行
使
」
と
い
う
軍
事

の
論
理
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
目
下
進
行

中
の
第
３
段
階
―「
沖
縄
周
辺
海
域
」に
お
け
る「
離

島
防
衛
」
を
か
か
げ
た
「
日
米
共
同
訓
練
」
と
な
る

と
ま
っ
た
く
様
相
を
異
に
す
る
。
中
国
側
が
「
軍
事

的
挑
発
」
と
受
け
取
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
そ

の
結
果
、「
軍
対
軍
」
の
対
決
に
発
展
し
か
ね
な
い

か
ら
だ
。
11
月
５
～
16
日
に
実
施
さ
れ
た
「
日
米
共

同
統
合
実
動
演
習
」
は
、
第
３
段
階
へ
の
主
導
権
を

日
本
側
が
取
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
「
全

面
非
公
開
」、
透
明
度
ゼ
ロ
で
あ
る
。

10
月
13
日
は
沖
縄
に
い
た
。
朝
刊
は『
琉
球
新
報
』

『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
と
も
に
一
面
ト
ッ
プ
と
社
会
面

で
大
き
く
「
渡と

名な

喜き

村
の
無
人
島
・
入い
り

砂す
な

島じ
ま

を
舞
台

に
離
島
奪
還
訓
練
」
と
つ
た
え
、
漁
民
の
不
安
、
尖

閣
問
題
へ
の
波
及
懸
念
を
報
じ
た
。
２
日
前
か
ら
普

天
間
基
地
に
配
備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

が
開
始
さ
れ
、
宜
野
湾
市
や
那
覇
市
を
低
空
で
飛
ぶ

機
影
が
目
の
上
に
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
そ
こ
で

は
海
兵
隊
の
強
襲
上
陸
用
輸
送
機
＝
オ
ス
プ
レ
イ
と

「
離
島
奪
還
訓
練
」
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
も
の
―
日

米
に
よ
る
〝
尖
閣
上
陸
訓
練
〟
―
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
て
い
た
。『
タ
イ
ム
ス
』
に
載
っ
た
、
入
砂
島

か
ら
わ
ず
か
４
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
渡
名
喜
島
・
上

原
漁
協
組
合
長
の
「
何
か
起
き
れ
ば
漁
民
の
生
命
に

か
か
わ
る
。
中
国
や
台
湾
を
刺
激
し
な
い
で
」
の
談

話
に
、
か
つ
て
対
馬
で
聞
い
た
漁
民
の
つ
ぶ
や
き
が

思
い
起
こ
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
〝
東
京
発
〟
の
危
機

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
―
「
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
」
で
一
致

し
た
沖
縄
の
民
意
を
外
か
ら
押
し
包
む
よ
う
に
―
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
た
。
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船艇から上陸する第 13 ＭＥＵ（Marine Expeditionary Unit）（再
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つ
く
ら
れ
た
脅
威

「
離
島
防
衛
」
は
、
冷
戦
終
結
後
、
陸
上
自
衛
隊

が
押
し
立
て
た
構
想
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
部
隊
の
３

分
の
１
を
配
置
し
て
い
た
北
海
道
が〝
ソ
連
の
脅
威
〟

消
滅
と
と
も
に
存
在
意
義
を
失
っ
た
た
め
だ
。
組
織

維
持
の
た
め
に
は
新
た
な
脅
威
を
つ
く
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
軍
隊
に
と
っ
て
脅
威
こ
そ
存
在
の
あ
か

し
な
の
だ
か
ら
。
そ
こ
で「
南
方
重
視
＝
離
島
防
衛
」

構
想
が
登
場
し
た
。

２
０
０
５
年
か
ら
、
従
来
、
北
海
道
中
心
だ
っ
た

「
ヤ
マ
サ
ク
ラ
演
習
」
に
「
島
嶼
防
衛
対
処
」
と
い

う
有
事
想
定
が
導
入
さ
れ
た
。「
南
方
転
地
」「
長
距

離
機
動
」「
民
間
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
戦
車
輸
送
」
な

ど
新
訓
練
と
と
も
に
、
米
陸
軍
・
海
兵
隊
と
の
共
同

訓
練
が
盛
ん
に

な
っ
た
。
一
方

で
、陸
自
の〝
海

兵
隊
化
〟
計
画

も
浮
上
し
て
く

る
。
02
年
誕
生

し
た
「
西
部
方

面
普
通
科
連

隊
」（
佐
世
保
市
）

が
そ
の
第
一
歩

だ
。
新
部
隊
の

任
務
は
、九
州・

沖
縄
地
区
の
離

島
防
衛
に
特
化

さ
れ
、
個
人
や

小
部
隊
で
行
動
で
き
る
編
成
と
装
備
が
特
徴
だ
。
毎

年
、
米
本
土
で
米
海
兵
隊
の
強
襲
揚
陸
訓
練
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
る
。
今
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

沖
縄
の
31
Ｍ
Ｅ
Ｕ
（
ミ
ュ
ー
＝
第
31
海
兵
遠
征
隊
）
と

グ
ア
ム
、テ
ニ
ア
ン
で
「
逆
上
陸
＝
島
嶼
奪
還
訓
練
」

を
実
施
し
た
の
も
こ
の
部
隊
で
あ
る
。お
り
し
も「
尖

閣
諸
島
」
を
め
ぐ
る
対
立
の
さ
な
か
。
中
国
側
は
つ

よ
く
反
発
し
た
。

こ
う
し
た
自
衛
隊
の
動
向
は
、
11
年
末
改
定
さ
れ

た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
が
、
地
理
的
に
「
南
西
重

視
」、
運
用
面
で
「
動
的
防
衛
力
」
と
「
シ
ー
ム
レ

ス
な
（
切
れ
目
の
な
い
）
対
応
」
を
打
ち
出
し
た
こ
と

で
い
っ
そ
う
加
速
す
る
流
れ
と
な
る
。「
新
大
綱
」は
、

そ
れ
ま
で
自
衛
隊
の
運
用
規
範
と
さ
れ
て
き
た
「
基

盤
的
防
衛
力
」
―
国
土
に
隙
の
な
い
防
衛
力
を
つ
く

る
―
構
想
を
公
式
に
放
棄
し
、「
専
守
防
衛
」
か
ら

決
別
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
か
ら
で
あ
る
。〝
外
征

型
自
衛
隊
〟
へ
の
変
身
と
い
え
る
。
南
西
重
視
と
い

う
か
ら
に
は
想
定
敵
国
は
中
国
以
外
に
な
い
。
離
島

の
多
い
地
理
条
件
を
考
え
れ
ば
、
逆
上
陸
、
水
陸
両

用
作
戦
な
ど
〝
遠
征
型
部
隊
〟
へ
の
転
換
イ
メ
ー
ジ

が
お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
る
。

利
用
さ
れ
る
「
尖
閣
問
題
」

同
時
に
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
「
太
平
洋
戦
略
」

に
か
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
８

月
発
表
さ
れ
た
「
第
３
次
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
報
告
」（
同

元
国
務
副
長
官
と
ナ
イ
元
国
防
次
官
補
を
共
同
議
長
と
す
る

対
日
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
）
に
盛
ら
れ
た
「
日
米
同
盟

へ
の
提
言
」
は
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

―
日
米
同
盟
は
中
国
の
さ
ら
な
る
台
頭
に
対
処
す

る
能
力
と
政
策
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。（
そ

れ
は
）
将
来
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
対
処

で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

―
合
衆
国
陸
軍
、
海
兵
隊
は
、
陸
上
自
衛
隊
と
相

互
運
用
性
を
獲
得
し
、
水
陸
両
用
、
機
動
的
で
展
開

能
力
あ
る
部
隊
態
勢
に
向
か
っ
て
前
進
す
べ
き
で
あ

る
。だ

れ
が
そ
れ
を
望
む
の
か
？　

は
こ
こ
に
明
ら
か

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
軍
事
の
論
理
の
な
か
に
「
尖
閣

問
題
」が
突
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。米
政
府
は
、〝
日

米
同
盟
〟
を
誇
示
し
な
が
ら
中
国
と
戦
略
的
対
話
を

し
た
い
の
だ
。
そ
こ
で
は
日
本
は
〝
手
駒
〟、
尖
閣

は
〝
小
道
具
〟
に
す
ぎ
な
い
。

「
日
米
演
習
」
の
う
ち
、「
離
島
奪
還
」
部
分
は
（
沖

縄
世
論
と
中
国
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
た
の
だ
ろ

う
か
）
中
止
さ
れ
た
。
だ
が
「
新
大
綱
」
と
「
日
米

同
盟
へ
の
提
言
」
路
線
が
中
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。「
尖
閣
と
軍
事
」
を
断
ち
切
る
論
理
構
築
が
必

要
で
あ
る
。

（
ま
え
だ
・
て
つ
お
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

２
０
１
２
年
11

月
８
日
記
）

＊
警
察
比
例
の
原
則
＝
警
察
権
の
発
動
に
際
し
、
目
的
達
成
の

た
め
に
い
く
つ
か
の
手
段
が
考
え
ら
れ
る
場
合
、
目
的
達
成

の
障
害
の
程
度
と
比
例
す
る
限
度
に
お
い
て
の
み
行
使
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
原
則
。


